
令和５年度事業実施結果・評価 （生涯学習課）

➊　青少年の健全な育成を図ります

(1)青少年の健全育成の体制充実及び
活動支援

A A

◇ 青少年健全育成市民会議の活動の充実

　 ・少年の主張大会の開催

　 ・体験活動の実施

➊　生涯学習の充実を図ります

(1) 学習講座の充実 A A

◇ 市民のニーズを捉えた学習講座の企画

　 ・学習ニーズアンケート調査の実施と結果
　　の分析

(2)生涯学習拠点の充実 A A

◇ 生涯学習等複合施設の整備

　 ・候補地等の選定

(3)図書館の機能充実 A A
◇ 利用促進に向けた図書館資料及び機能の
　充実

　 ・図書館ボランティアの育成推進

S+：目標を大幅に上回る成果をあげた　　S：目標を上回る成果をあげた　　A：おおむね目標を達成した　　B：業務に支障はないが、目標は下回った　　C：目標を大幅に下回った

施　　　　策 内部評価 外部評価

〇参加した児童生徒は堂々と立派な態度で
自分の考えを発表していた。このような発表
の場・体験活動は、子どもたちを成長させる
上で有意義である。創意工夫を重ね、子ど
もたちにとってさらに魅力的なものにするこ
とを期待する。

〇幼児・児童の感性豊かな時期に、このよう
な昔遊びの体験活動は大きな意義がある。

２
青
少
年
の
健
全
育
成

〇8月6日（日）に文化センターにおいて少年
の主張大会を開催し、各学校代表の小学生
7名・中学生6名計13名が発表した。

〇7月にスポーツ体験会、12月にお仕事体
験会を開催、9月に昔あそび体験として絵付
けコマ等を幼稚園等へ配布した。

　 ・ニーズに合わせた蔵書の確保及び蔵書
　　検索等の利便化

○利用者ニーズを念頭に置き、蔵書構成の
バランスや話題性などを十分考慮して新刊
図書を購入した。
〇パソコンを活用して、書名だけでなく著者
名からも読みたい本を探せるように工夫し
た。幼児・小学生でも検索できるようにひら
がなでも入力できるようにしている。

〇利用者ニーズを考慮して新刊図書が選定
されていることは、評価できる。今後、来館
者をさらに増やすための取組みを期待す
る。
〇ビブリオバトルをはじめとして小中学生が
読書に興味を持つ取り組みは充実してい
る。今後は、１８歳以上の大人の本好きを増
やすための取組みを進めていくことを期待
する。

〇候補地選定等調査業務を委託して候補
地の選定と比較調査を実施し、一つ一つ着
実に進めている。

〇市民の多くが新しい生涯学習施設を期待
感をもって注目している。市の取り組みと進
捗状況を市民に伝わるように工夫して公表
することが必要である。

３
生
涯
学
習
の
充
実

○昨年度の各事業ごとのアンケートから
ニーズを把握して事業企画に生かし、本年
度は「梅つけづくり教室」を開催した。

〇市民のニーズは多様化しておりアンケー
トを実施して事業内容を検討することは有効
である。なお、事業企画に参加した人たちの
声についても公表していくことを期待する。

○子ども司書養成講座は、3名の参加があ
り、図書館の仕事などについて子どもたちの
理解を深めることができた。

○子ども達に、司書養成講座を経験させる
ことは、学校図書館の運営や、読書活動の
活性化にも有効である。

○図書館や学校でのおはなし会の円滑な実
施のために、学校支援コーディネーターが
中心的な役割を担って図書館ボランティアと
の連絡調整をした。

○学校支援コーディネーターが学校との連
絡調整を行い、ボランティアによる読み聞か
せや図書紹介が行われたことで小中学生の
読書意欲の醸成につながった。
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令和５年度事業実施結果・評価 （生涯学習課）

S+：目標を大幅に上回る成果をあげた　　S：目標を上回る成果をあげた　　A：おおむね目標を達成した　　B：業務に支障はないが、目標は下回った　　C：目標を大幅に下回った

施　　　　策 内部評価 外部評価

　 ・田村市子ども読書活動推進計画の実践

　

　 ・子どもが利用しやすい館内環境の整備

➊　多様な芸術文化活動を支援しま

す

(1)芸術文化活動の推進 A A

◇ 様々な芸術文化活動への支援

　 ・芸術文化団体及び活動への支援

　

(2)文化センターの利用促進 A S

◇ 質の高い自主文化事業等の実施

　 ・小中学校芸術鑑賞教室の開催

３
生
涯
学
習
の
充
実

○市図書館の1階展示コーナーでは毎月展
示する本や装飾を工夫し、コーナーの充実
に努めた。

○ボランティアとの協働によるおはなし会や
ブックトークを定期的に実施した。幼児を連
れた保護者等が毎回参加した。
○中学生ビブリオバトル大会に協力し、エン
トリー本の展示や紹介・貸出を行い、中学生
の読書への興味関心を高めることができ
た。
○図書館見学や体験学習の受け入れなど
積極的に行った。
○支援学校児童の図書館見学やおはなし
会を開催し、支援を必要とする子どもたちへ
読書活動の推進に努めた。
○ブックスタート事業は新型コロナウィルス
感染拡大を防ぐことを優先したため、保護者
への説明を十分に行うことができなかった
が、絵本の配布は予定通りにできた。
○新刊の案内や自主事業等を市政だよりや
ホームページなどで広報に努めた。

　
　
　
４
芸
術
文
化
活
動
の
推
進

○文化協会が主催して作品展示会・芸能発
表会が開催され、会員の絵画や写真の展示
並びに合唱や舞踊の発表などに多くの市民
が参加した。活動団体の取組みを支援でき
た。
〇田村市文化振興のため、文化団体のSNS
情報発信を支援して体験ワークショップによ
る文化活動の普及に努めた。

○文化協会への支援が各活動団体の活性
化につながり、年間を通して作品展示会や
芸能発表会が開催された。

〇県内の先進自治体で進められている芸術
村のようなブランディングできるものを構築
できれば付加価値が高まっていく。田村市
の魅力が伝わるyoutube作品を作り、積極
的に発信することを期待する。

◇ 子どもの強く生きぬく力を育むための読書
　活動の推進

〇本物に触れる・見る・聞くということは情操
教育の面からも大切である。
〇質の高い、生の舞台を観劇することにより
児童生徒の芸術に対する関心と感性が高
まった。

〇小学5・6年生対象の演劇鑑賞会、中学2
年生対象の和楽器演奏鑑賞会を実施して
生の舞台を鑑賞する機会を提供し、児童生
徒一人一人の感性を豊かにする一助とする
ことができた。
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令和５年度事業実施結果・評価 （生涯学習課）

S+：目標を大幅に上回る成果をあげた　　S：目標を上回る成果をあげた　　A：おおむね目標を達成した　　B：業務に支障はないが、目標は下回った　　C：目標を大幅に下回った

施　　　　策 内部評価 外部評価
　 ・市民による身近な芸術文化の提供及び周
知

➊　地域に遺された文化財の保存と

継承を図ります

(1)文化財の保存と継承 A A

◇ 文化財の保存と継承

　 ・指定文化財の防災訓練と防火査察の実施

　 ・指定文化財の周知

　 ・田村市史シリーズの継続発行

　 ・無形民俗文化財の保存と伝統芸能の継承

(2)文化施設の整備と充実 A A

　 ・歴史民俗資料館の活用促進

　 ・文化財保存施設の整備 〇計画的に進めることを期待する。

(3)文化財の調査と活用 A A

◇ 遺跡調査出土品のデジタル化と保存

　 ・デジタル資源の活用

　
　
　
４
芸
術
文
化
活
動
の
推
進

○11月18日（土）に「八神純子Live」を開催し
た。チケットを613枚販売し、収容定員充足
率は７８％だった。
〇1月14日（日）に「3×4×S（さしす） 三味線
とチェロ 和洋弦楽の調べ」を開催した。チ
ケットを351枚販売し、収容定員充足率は４
４％だった。
〇無料の映画鑑賞会を5回、開催した。

〇自主文化事業等については、市民の周知
を図るためにも開催日の固定化（例えば、毎
月第２土曜日など）を検討することが必要で
ある。市民が、「毎月第２土曜日は市民文化
センターで催しがある。」と意識するようにな
れば、予定を組みやすくなり、訴求力もアッ
プする。

〇映画鑑賞会を無料としているが、事業効
果としての入場者数だけでなく経費面のバ
ランスも考慮し、有料にすることを検討する
ことが必要である。

○個人及び団体の催し物については市政だ
よりやHPで、自主文化事業については、市
政だより・HP・公民館及び店舗等へのポス
ター掲示のほか、テレビやラジオ・新聞など
メディアを利用して周知広報に努めた。

◇ 歴史民俗資料館の活用と文化財保存施設の
　整備

５
文
化
財
の
保
護
と
継
承

　 ・文化財保護審議会の開催と文化財等研修
会
　　への参加

○４回の審議会において現状や問題点につ
いて共通理解を図った。また、県文化財保
護指導者研修会に参加し、指導者の研鑽に
努めている。

〇急激な社会の変化の中で、市内にも忘れ
られかけている貴重な伝統行事や習俗など
がある。SNSなどを利用したり市出身の市外
居住者に協力を得たりなど工夫して掘り起
こすような取組みを期待する。

〇伝統行事の担い手として子どもの果たす
役割は大きい。学校の課外活動とタイアップ
した取組みなどにより、伝統行事が持つ意
味と故郷の歴史を学ばせることも大切であ
る。

○保存の難しい、民俗芸能継承団体への支
援は重要である。民俗芸能を継承できるよう
抜本的な手立てを講じる必要がある。

○「文化財防火デー」に伴う国指定文化財
堂山王子神社での防災訓練と市指定文化
財の防火査察を実施し、文化財継承への意
識を高めた。

○文化財マップを発行して、行政局及び各
公民館に配布した。指定文化財標柱・説明
版を「芦沢の八ツ頭獅子舞」ほか4カ所に設
置した。
○市史９「田村市の文化財 -新装版-」の発
行に向けて、資料収集を進めている。文化
財マップを発行した。

〇昔ばなし事業が内容にふさわしい昔の居
住環境の中で行われ、参加者にとって昔話
の面白さを堪能できる取組みである。

〇市内の昔の生活をしのぶことのできる居
住環境をそのまま保存し、常設展示してい
る。市民のほか市外からの入場者の見学も
受け入れている。9月30日（土）に昔ばなし事
業を開催した。
○文化財資料保管施設として既存施設を利
用する方向で検討を進めている。併せて、
膨大な資料についても分別作業を進めてい
る。

〇埋蔵文化財包蔵地台帳を作成するととも
にデジタル版遺跡地図整備事業に着手し
た。

〇埋蔵文化財包蔵地台帳及びデジタル版
遺跡地図整備事業の実施は素晴らしい事
業である。計画的に進めていただきたい。

○栗出の三匹獅子舞の道具の修繕補助事
業を実施し、民俗芸能継承団体の継承活動
を支援した。
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令和５年度事業実施結果・評価 （生涯学習課）

S+：目標を大幅に上回る成果をあげた　　S：目標を上回る成果をあげた　　A：おおむね目標を達成した　　B：業務に支障はないが、目標は下回った　　C：目標を大幅に下回った

施　　　　策 内部評価 外部評価

➊　地域人材・資源を活用した活動

を支援します

(1)観光、交流、起業、地域活動等と
の連携強化

A A

◇ 学校支援活動事業の推進

◇ 地域の人材活用体制の整備

　 ・コーディネーターの育成

　 ・ボランティアの確保と資質向上

◇ 放課後子ども教室の円滑な運営

　 ・実施校の継続

　 ・コーディネーターの育成

　 ・安全管理員等の確保及び養成

◇ 放課後子ども教室の周知及び広報

(2)リカレント教室（学びなおし）の
充実

A A

◇ 市民大学の推進

　 ・エンジョイライフ支援（生きがい）

　 ・講師募集・育成

　 ・「教室だより｣や｢めだかの学校通信｣の
　　発行

〇市民大学の開設に向けて、準備委員会で
検討を進め、おためし開校を実施した。

〇人生１００年時代への突入により、豊かな
人生を送るための一助となる「市民大学」の
開校は注目されている。広報の仕方やタイト
ル付けにも工夫をして、市民大学の講座内
容が広く周知されることが必要である。多く
の市民が受講することを期待する。〇市民大学の講師募集を行うとともに、講

師養成講座を３月に開催した。

６
生
涯
学
習
を
起
点
と
す
る
地
域
活
性
化

　 ・学校支援地域本部会議及び地域教育
　　協議会の開催

○地元に精通したコーディネーターによる人
材確保のほか、必要に応じ市のホームペー
ジ等で募集を行う。

○毎月1回実施の情報交換会議は、コー
ディネーター間の情報共有に有効である。
〇コーディネーターやボランティアが個人的
に責任を負うことがないような仕組みづくり
やバックアップ体制を強化することが必要で
ある。

○研修会に参加して、コーディネーターの心
得や子どもたちの興味を引く遊びの工夫な
どについて学んだ。

〇滝根・常葉・船引南・美山の４めだかの学
校を、延べ１７，７７４名の児童が利用した。

○めだかの学校は児童が楽しみにしてい
る。また、地域・保護者・学校も必要としてい
る。今後も引き続き運営していくことが必要
である。

〇学校支援のためのボランティアの確保等
難しい問題もあるが、大きな役割になってお
り、引続き支援していく必要がある。

○学校支援本部会議においては、各学校か
らの要望をもとにボランティア登録した地域
人材に協力要請するなど学校教育活動の
充実に向けてコーディネートしている。具体
的には、児童生徒の登下校時の見守りや地
域学習の講師としての依頼など多岐にわた
る学校支援を進めた。中学校区単位の地域
教育協議会と合わせて年２回の会議におい
て情報共有の場を設けている。

○地元に精通したコーディネーターが学校と
ボランティアとの調整を図り、積極的な活用
に努めている。

○必要に応じボランティアを募集するほか、
毎月1回実施のコーディネーター情報交換
会議においてボランティア人材の情報が共
有され、地域を超えた支援につながった。
〇コーディネーターが県主催の地域学校協
働活動研修会やフォーラムに積極的に参加
した。また、コーディネーター・指導員等研修
会を開催し、資質向上に努めた。

○地元に精通したコーディネーターが学校と
ボランティアとの調整を図り、積極的な活動
していた。引き続きコーディネーターの育成
に努めていくことを期待する。

○めだかの学校通信や放課後子ども教室
だよりは各教室が発行し、周知広報に努め
た。
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令和５年度事業実施結果・評価 （生涯学習課）

S+：目標を大幅に上回る成果をあげた　　S：目標を上回る成果をあげた　　A：おおむね目標を達成した　　B：業務に支障はないが、目標は下回った　　C：目標を大幅に下回った

施　　　　策 内部評価 外部評価

(3)デジタル文化資源の活用 A S

◇ デジタル化の推進

　 ・デジタル文化資源の公開

➊　生涯・競技スポーツの振興を図

ります

(1)生涯・競技スポーツの振興 B B

◇ 生涯・競技スポーツ振興の支援

　 ・地域スポーツ団体による活動支援

➊　 幅広い年代が親しめるスポー

ツ･レクリエーション活動を推進しま
す

　

(1)スポーツ・レクレーション活動の
推進

B B

　 ・県レベル各種大会の誘致

　 ・施設のＰＲ

　 ・クロスカントリーコースの利活用

◇ ふくしま駅伝への参加と記録への挑戦

７
ス
ポ
ー

ツ
推
進
計
画
の
策
定

〇学校や地域スポーツ団体との協議を進
め、中学校部活動地域移行について検討を
進めている。今後とも連携を密にして地域移
行に向けた取組みを支援していく。

６
生
涯
学
習
を
起
点
と
す
る
地
域
活
性
化

◇ 田村富士ロードレース大会の推進と参加者
　拡大８

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
充
実

◇ 運動公園内施設によるスポーツ交流人口の
　拡大

〇市外から人を呼び込む大会の開催や合
宿等の誘致をするためには、田村市の立地
環境やスポーツ施設の優位性を訴求できる
ブランディングを推進する必要がある。特定
の競技を強調した誘致・開催戦略を講じるこ
とも有効である。１年２年では作り上げること
はできないので、長期的視点からの取り組
みをしていただき、ブランディングを成功させ
ていくことを期待する。

〇市民の健康づくりや生きがいのために、
楽しむスポーツを奨励し普及させる取組み
が大切である。

〇姉妹都市との交流の場としてのスポーツ
大会を開催し、スポーツを通した交流人口
の増加を図るような取組みを検討することも
有効である。

〇県大会及び県大会支部予選レベル等の
各種大会が、より多く開催されるよう努力す
る必要がある。

　 ・国内外からの高校や大学、社会人チーム
　　の合宿誘致

　 ・学校やスポーツ団体との連携による
　　参加者の拡大

○10/15開催の田村富士ロードレース大会
は、ふくしま共走ネイチャーランシリーズとの
タイアップ3回目の開催となり、698名が参加
した。

○参加者が減っている田村富士ロードレー
スの魅力を高めるよう工夫が必要である。
ふくしま共走ネイチャーランシリーズの活用
は、新たな魅力づくりと交流人口の拡大につ
ながるよう期待する。

　 ・年間を通した質の高い練習とスタッフの
　　確保

○各施設の写真等や各種事業の周知を
ホームページ等へ掲載した。

○クロスカントリー大会や市外の団体による
練習で活用しているほか、普段は市民が
ウォーキングなどで活用している。

〇古文書デジタル化業務の一環として石井
家文書2,000点のデジタルデータ化を進め
た。

〇デジタルデータ化は大変な労力がかかっ
たことと思われる。計画通りに完成したこと
は大いに評価できる。

〇中学校部活動地域移行は時代の要請で
ある。学校や地域スポーツ団体との連携に
ついては、検討課題が地域全体にかかわる
ことになるため、教育委員会がリーダーシッ
プを発揮することが必要である。

○総合体育館及び陸上競技場は、市内ス
ポーツ団体の利用が多いため、利用調整に
留意しながら、県大会及び県大会支部予選
レベル等の各種大会の誘致を積極的に進
める。

〇今年度は、県外高校バドミントン部が総合
体育館を、県内高校陸上競技部が陸上競
技場を、合わせて2件合宿で利用した。今後
は施設リニューアルのPRを含め市内の宿泊
施設と連携し、大学や企業の合宿誘致活動
に取り組んでいく。

○田村市陸上競技協会に業務委託して田
村市チームの参加を決定し、陸上競技場や
クロスカントリーコースの利用をはじめとした
練習環境だけでなく選手強化及び心身のケ
アにかかわるスタッフへの支援など全面的
に連携・協力して事業遂行にあたった。市の
部で8位、総合10位となった。
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S+：目標を大幅に上回る成果をあげた　　S：目標を上回る成果をあげた　　A：おおむね目標を達成した　　B：業務に支障はないが、目標は下回った　　C：目標を大幅に下回った

施　　　　策 内部評価 外部評価

(2)スポーツ・レクリエーション施設
の活用

A A

◇ 総合体育館、地区運動場等の利用促進

　 ・年間利用計画に基づく積極的な施設利用

(3)指導体制の充実 A A

◇ 指導者対象の研修会や講習会の開催

　 ・スポーツ推進委員研修会･講習会

　 ・スポーツ講演会 〇2月25日、田村市体育協会が主催し市教
委が後援した「福島ホープス監督兼球団代
表　岩村明憲氏」スポーツ講演会には市内
外のスポーツ関係者をはじめ多くの聴衆が
参加して開催することができた。
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○1月27日（土）、田村地方スポーツ推進委
員講習会に10人が参加し、推進委員の健康
づくりに対する意識向上が図られた。今回
は、ボッチャ実技体験で参加者からは好評
価を得ることができた。

○10月14日、県スポーツ推進委員研究大会
に7人が参加し、推進委員の資質向上と生
涯スポーツの振興が図られた。

○県スポーツ推進委員研究大会に7人が、
田村地方スポーツ推進委員講習会に10人
が参加し、スポーツと健康づくりに対する意
識向上が図られたことは評価できる。ボッ
チャ体験もパラ競技の啓発に役立っている。

○本市の重要施設であり、市民の多くが積
極的に活用できるよう施策を講じていくこと
が必要である。
〇計画に基づく施設利用が積極的に図ら
れ、計画が充実している。

○年間利用計画に基づく積極的な施設利
用・整備に努めてきた。陸上競技場の改修
は6月に始まり11月中には予定通り完成し
た。第3種公認陸上競技場としてさらなる利
用拡大につなげられるよう、施設のリニュー
アル発信に努めていく。
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